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１.事業の位置づけ 
 

 

一般国道２０号は、東京都中央区を起点とし長野県塩尻市に至る延長２１９ｋｍの路

線であり、首都圏と中部内陸部を結ぶ幹線道路です。 

日野バイパスは、一般国道２０号における交通混雑の緩和を目的として、東京都
とうきょうと

国立市
くにたちし

谷保
や ほ

から東京都
とうきょうと

日野市
ひ の し

多摩平
たまだいら

７丁目
７ちょうめ

間に計画された延長５.５ｋｍの道路であり、

国立市及び日野市の整備済み都市計画道路と一体となり整備される国道２０号のバイ

パスです。 

現在、日野バイパスはＬ＝５.５ｋｍのうち、約４.７ｋｍが暫定２車線及び一部完成

供用されています。 

今回の事業評価対象区間は東京都
とうきょうと

国立市
くにたちし

谷保
や ほ

から東京都
とうきょうと

日野市
ひ の し

多摩平
たまだいら

７丁目
７ちょうめ

までの

５.５ｋｍです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N

日野市

国
立
市
谷
保

日
野
市
多
摩
平
７
丁
目

東京都

神奈川県

千

埼玉県

日野バイパス

凡  例 

直轄国道 
 

日野ＢＰ  
 

日野ＢＰ 関連都計道 
 

自動車専用道路 
   供用済   事業中 

都計道 
  供用済 事業中  未着手 

日野バイパス位置図 
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２.事業を取り巻く社会状況(現状の問題点) 

 

（１）周辺道路の交通状況 

 国道２０号は日野市内において２車線区間が存在し、交通の隘路となっています。 

 当該区間の混雑度は１.５～２.１と高く東京都内平均を上回っています。 

 

国道２０号 交通データ           

国道２０号日野市内 
(H13.3 実測)

 

２車線区間 ４車線区間

国道２０号東京都内平均
23区除く

(Ｈ11 道路交通センサスより)

現況交通量（台/日） 32,635 42,648 － 

混雑度 2.08 1.47 1.38 

混雑時走行速度(km/h) 20.0 20.6 24.3 

            

また、川崎街道や北野街道など、国道２０号の 

周辺道路においても交通混雑が発生しています。 

  周辺道路の交通データ 

 周辺道路平均 
鎌倉街道・川崎街道・北野街道 

町田平山八王子線 

新奥多摩街道・八王子武蔵村山線 

 主要地方道・一般都道 

東京都内平均 
23 区除く

混雑度 1.49 0.93 

混雑時走行速度(km/h) 22.0 23.2 

   Ｈ11 道路交通センサスより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 

 

 

 

 

 

 

Ｈ11 道路交通センサスより 

Ｈ11 道路交通センサスより 

４車線 

日野市

20 

20 
20 

27,467/0.6

36,855/1.62

44,040/1.52 

19,305/1.5

12,924/1.34

18,402/1.64 

18,492/2.4

17,710/0.92

14,014/1.45

57,170/2.25 

18,402/1.5

40,298/1.58 

36,313/1.74 

17,271/1.72

55,483/1.38 

17,735/1.28 

25,087/1.60
43,784/1.06

37,764/1.19 

29,517/2.4

20,560/1.50 

36,305/1.97

26,332/0.88 

国立府中 IC 

八王子 IC 

16 

 

日野バイパス Ｌ=５．５ｋｍ

N

16 

至 甲府 

至 新宿

至 横浜 

至 川越 

主要渋滞箇所 
日野橋交差点 

主要渋滞箇所 
矢川駅入口交差点

凡 例 

    24 時間交通量（台/日）、混雑度

 
 

混雑度  1.5 以下   1.5 以上 
 

 

周辺道路 

２車線 ４車線 

国
立
市
谷
保

八王子方面 

国立方面 

ＪＲ日野駅付近  国道２０号の混雑状況

国道 20 号周辺の交通量図

凡 例 

  

日野バイパス 完成供用区間 

        暫定２車線供用区間 

         未供用区間 

都計道 

日
野
市
多
摩
平
７
丁
目

21,561/1.58 
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（２）主要渋滞交差点の混雑状況 

  ①日野橋交差点の混雑状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②矢川駅交差点の混雑状況 

 

③新奥多摩街道（新宿方向を臨む） ④立川所沢線(立川方向を臨む) 

①国道２０号(青梅方向を臨む)②国道２０号(日野方向を臨む)

日野橋交差点

②国道２０号（新宿方向を臨む） 

④(矢川駅方向を臨む) 

矢川駅入口交差点

写真撮影方向： 

※主要渋滞箇所： 

最大延長１ｋｍ以上または 

最大通過時間１０分以上 

青梅方面 

新宿方面

立川方面

日野方面

新
宿
方
面

新
宿
方
面

立川方

面 

日野方

面 

青梅方面

新宿方面

③(日野バイパス方向を臨む) 

国道２０号方面

矢川駅方面

①国道２０号(日野橋交差点方向を望む)

日野橋交差点方面

新宿方面国道２０号方面

矢川駅方面

日野橋交差点方面

新宿方面

国
道
２
０
号

国道２０号

Ｎ立
川
所
沢
線

奥
多
摩
街
道

新奥多摩街道

平成９年５月実測

最大渋滞長

通過時間

５４０ｍ

１１分

７分通過時間

３３０ｍ最大渋滞長

３分

１６０ｍ

通過時間

最大渋滞長

５分

３５０ｍ

通過時間

最大渋滞長

至　

青
梅

至　八王子

至　

新
宿

至　立川

至　青梅

国道２０号

国道２０号

Ｎ

５分

最大渋滞長

通過時間

４００ｍ
３分

３２０ｍ

通過時間

最大渋滞長

３分

４分

２７０ｍ

通過時間

最大渋滞長

最大渋滞長

通過時間

４８０ｍ

至　

八
王
子

至　

新
宿

至　矢川駅

至　多摩川(堤防道路)

平成９年５月実測
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（３）日野バイパス周辺の開発状況 

日野バイパスの周辺ではバイパス整備と関連を持つ道路事業や区画整理事業が計

画・実施されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 道路名称 計画規模 進捗状況 事業主体 

A 
延長約 1.3km 

幅 員 28m～36ｍ 4 車線 

都市計画決定  S37.7.26 

事業未着手   S42.5.23  

未定 

Ａ 

府中３・２・２の２ 

 

国立３・３・２ A’ 
延長約 0.6km 

幅 員 28m 4 車線 
Ｓ４２年度 供用済 

東京都 

Ｂ 
中央道国立府中ＩＣ 

第二ＩＣ整備 
日野側 出入ランプ整備 

Ｈ１６．７供用済 

(日野ＢＰ 部分同時供用） 

日本道路公団 

Ｃ 国立３・３・１５ 
延長約 1.3km 

幅員 25m 4 車線 

工事中 

Ｈ１７年度供用予定 

東京都 

Ｄ モノレール通り 
延長 8.3km 

幅員 22m～38.5 2 車線 

Ｈ８年度～ 

Ｈ１６年度 供用済 

日野市 

Ｅ 新川崎街道 
延長 2.0km 

幅員 16ｍ 2 車線 
Ｈ９年度 供用済 

日野市 

Ｆ 日野３・４・１２ 
延長約 2.0km 

幅員 16m 2 車線 

都市計画決定 S36.10.5 

名称変更  H 元年 6.16 

事業未着手 

未定 

Ｇ 
日野３・３・２ 

八王子３・３・２ 

延長約 5.3km 

幅員 28～48m 4 車線 

都市計画決定   S36.10.5 

事業未着手    S36.10.5 

未定 

Ｈ 
日野３・３・４ 

八王子３・３・２７ 

延長約 2.0km 

幅員 22m 4 車線 
Ｓ４０年度 供用済 

東京都 

    

  区画整理名称 計画規模 進捗状況 事業主体 

a 寺之下土地区画整理 面積 12.7ha Ｈ１２年７月完了 区画整理組合 

b 谷保第一土地区画整理 面積 12.1ha Ｈ４年８月完了 区画整理組合 

c 万願寺土地区画整理 面積 127.2ha Ｈ１６年８月完了 日野市 

d 万願寺第二土地区画整理 面積 46.4ha 事業中 日野市 

e 万願寺第三土地区画整理 面積 82.9ha 計画中 未定 

f 神明上土地区画整理 面積 133.2ha Ｓ５７年６月完了 日野市 

g 豊田土地区画整理 面積 132.9ha Ｓ４０年４月完了 都市基盤整備公団 

h 東豊田土地区画整理 面積  7.2ha 事業中 区画整理組合 

i 豊田南土地区画整理 面積 87.1ha 事業中 日野市 

j 西平山土地区画整理 面積 91.4ha 事業中 日野市 

関連道路事業

関連区画整理事業

国

立

市

谷16

八王子 IC 

ｆ ｃｅ
ｂ

ｄ

日野市

a

ｇ

20

20

20 Ｃ
Ｄ

ＥＦ

N

至 甲府 

至 新宿

Ｇ 

Ａ 

日
野
市
多
摩
平
７
丁
目

日野バイパス Ｌ=５.５ｋｍ

国立府中 IC 

Ｈ 

ｈ

ｉ 

ｊ

日野バイパス関連事業位置図

凡 例 
日野バイパス   完成供用区間 

         暫定２車線区間  

         未供用区間 

関連道路事業   整備済 

         未整備 
 

関連区画整理事業 整備済 
 

         事業中 
 

未整備 

Ｂ 
Ａ’ 
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３．計画の概要 

 

・一般国道２０号の交通混雑緩和 

・多摩川渡河橋梁の交通混雑緩和 

・中央自動車道 国立府中ＩＣアクセスの向上 

日野バイパス Ｌ＝５.５ｋｍ の計画は以下のとおりです。 

 

区    間 自：東京都
とうきょうと

国立市
くにたちし

谷保
や ほ

 

   至：東京都
とうきょうと

日野市
ひ の し

多摩平
たまだいら

７丁目
７ちょうめ

 

計 画 延 長 Ｌ＝５．５ｋｍ 

幅    員 Ｗ＝２２.０ｍ～４８.９ｍ 

構 造 規 格 第４種第１級 

設 計 速 度 ６０ｋｍ／ｈ 

車 線 数 ４車線 

全体事業費 約４７８億円（うち用地費２４８億円） 

       標準横断図 

暫定断面               完成断面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.00m4.00m 7.00m 7.00m

3.00m 

28.00m 

1.50m 1.50m

3.50m 8.00m 8.00m 3.50m

25.00m 11.50m

4.00m 3.50m4.00m

4.00m4.00m 4.50m 4.50m

28.00m

1.50m 1.50m

8.00m

一 般 部

橋 梁 部 

(石田大橋) 

日野バイパス Ｌ＝５．５ｋｍ
八
王
子
市
高
倉
町 

八王子市

2016

国立府中ＩＣ 

多
摩
川

日野市

N

至新宿

至 横浜 

至甲府 

国立市

府中市

国
立
市
谷
保 

日
野
市
多
摩
平
７
丁
目
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４．事業の経緯と予定 

 
昭和３６年１０月 都市計画決定 日野市  Ｌ＝５,１００ｍ（Ｗ＝２２ｍ～２８ｍ） 
昭和４０年 ３月 都市計画道路(日野市多摩平７丁目～八王子市高倉町) 

供用開始 Ｌ＝２.０ｋｍ (４車線） 
昭和４２年 ５月 都市計画決定 国立市  Ｌ＝２,７３０ｍ（Ｗ＝２８ｍ） 
昭和４２年１１月 都市計画道路（国道２０号～国立府中ＩＣ）供用開始  Ｌ＝０.６ｋｍ 

（６車線 中央自動車道国立府中ＩＣと同時供用） 
昭和４４年 ４月 事業化 
昭和４５年度 用地着手 
昭和４８年度 工事着手 
昭和５３年１１月 日野市多摩平地先供用開始 Ｌ＝０.４ｋｍ（４車線） 
昭和５９年 ４月 日野市神明地先～日野市多摩平地先供用開始Ｌ＝０.２ｋｍ（４車線） 
昭和６０年１２月 都市計画変更 国立市  Ｌ＝２,７３０ｍ（Ｗ＝２８ｍ～４８.９ｍ） 
昭和６１年１１月 日野市神明地先供用開始 Ｌ＝０.３ｋｍ（２／４車線） 
平成 ６年１１月 石田大橋下部工着手 
平成１１年 ３月 事業認定告示 ［国立市泉地先（石田大橋取付高架橋部）］ 
平成１２年 ３月 石田大橋 下り線側上部工着手（２車線） 
平成１３年 ３月 日野市万願寺地先 供用開始  Ｌ＝１.１ｋｍ（２／４車線） 
平成１５年 ３月 石田大橋 供用開始    Ｌ＝１.０ｋｍ（２／４車線） 
 日野市宮・上田地先 供用開始 Ｌ＝０.４ｋｍ（２／４車線） 
平成１５年 ７月 石田大橋 上り線側上部工着手（２車線） 
平成１６年 ７月 国立府中ＩＣ～石田大橋 供用開始 Ｌ＝１.３ｋｍ（２／４車線） 
  

日野バイパス供用年度平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用済延長

暫定２車線   ４．１ｋｍ

４ 車  線    ０．６ｋｍ

合    計    ４．７ｋｍ

未供用区間   ０．８ｋｍ

供 

用 

年 

月

S53.11 

S59. 4 

S61.11 

H13. 3 

H15. 3 

H16. 7 

L=1.1km 2/4

L=0.4km 2/4 L=1.0km 2/4 
L=1.3km 2/4

0.8

km

Ｌ
＝

L=0.3km 2/4

L=0.2km 4/4

L=0.4km 4/4 
 

 
 

 
 

 

未 

供 

用 

区 

間

16 

16 

八王子 IC 
20 

国立府中 IC 

N

411 

至 甲府 

至 新宿

至 川越 

至 横浜 

日野市

日
野
市
さ
く
ら
町 

国
立
市
谷
保

凡 例 

  

日野バイパス 

    完成供用区間 

  暫定２車線供用区間 

   未供用区間 

国立方面

20 

石田大橋供用状況

国立方面

日野方面

20 

S36.10.5 

都市計画決定

L=2,460m(W=28m)

 

S42.5.23 

都市計画決定 

L=2,730m(W=28m) 

S60.12 

都市計画変更 

L=2,730m（W=28～48.9m）

国
立
市
谷
保

日野市宮付近の供用状況

八王子方面 

国立方面

昭和４４年４月事業化 

日野バイパス Ｌ＝５．５km 
日
野
市 

多
摩
平
７
丁
目

S36.10.5 

都市計画決定 

L=2,640m(W=22m)

S39.10.23 

都市計画変更 
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・日野バイパスの整備経緯 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八

N
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５．道路整備の効果 

（１）交通混雑の緩和 

日野バイパスの整備に伴い、国道２０号現道の交通混雑が緩和されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野バイパス平面図 

日野市

八王子 IC

16 

八

N

16 

至 甲府 

至 横浜 

至 川越 

至 新宿

20 
20 

20 

日野バイパス Ｌ＝５．５ｋｍ

４車線区間２車線区間

凡 例 

  

日野バイパス 完成供用区間 

       暫定２車線供用区間 

        未供用区間 

八
王
子
市
高
倉
町

国
立
市
谷
保

国立府中 IC

２０号現道日野バイパス並行区間と日野バイパスの交通状況

32,635

42,648

24,300

33,800

22,700
20,500

29,200

40,500

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

現道２車線区間 現道４車線区間 　　　　　日野バイパス

交通量
(台／日)

整備前
(H13.3実測)

暫定２車線
整備後

完成整備後

1.55

1.17
1.31

1.01

2.08

1.47

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

混雑度

国道２０号現道
日野ＢＰ並行区間の走行速度

20.3

23.5
25.8

0.0

10.0

20.0

30.0

整備前
（ H13.3実測 ）

暫定２車線
整備後

完成整備後

走行速度
（km/h）

走行速度
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（２）主要渋滞箇所の渋滞緩和 

  日野バイパスの整備に伴い、主要渋滞箇所である日野橋交差点及び矢川駅入口交差点

の交通渋滞が緩和します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

八王子 IC 

至 青梅 

日野市

16 

20 

20 
20 

矢川駅入口交差点 

日野バイパス Ｌ=５．５ｋｍ

至 甲府 

立川市

日野橋交差点

国立府中 IC 

至 新宿

国道２０号の主要渋滞箇所 位置図 

N

凡 例 

  

日野バイパス 完成供用区間 

       暫定２車線供用区間 

        未供用区間 

日
野
市 

多
摩
平
７
丁
目

※主要渋滞箇所：最大延長１ｋｍ以上 

                または最大通過時間１０分以上

※主要渋滞箇所：最大延長１ｋｍ以上 

                または最大通過時間１０分以上

国
立
市
谷
保

国
道
２
０
号

国道２０号

Ｎ立
川
所
沢
線

奥
多
摩
街
道

新奥多摩街道

平成９年５月実測

最大渋滞長

通過時間

５４０ｍ

１１分

７分通過時間

３３０ｍ最大渋滞長

３分

１６０ｍ

通過時間

最大渋滞長

５分

３５０ｍ

通過時間

最大渋滞長

至　

青
梅

至　八王子

至　

新
宿

至　立川

至　青梅

４分

３３０ｍ

２分

２分

解消

解消

立
川
所
沢
線

至　立川
至　青梅

奥
多
摩
街
道

新奥多摩街道

至　

青
梅

Ｎ

日野バイパス整備後

通過時間

最大渋滞長

通過時間

最大渋滞長

通過時間

最大渋滞長

最大渋滞長

通過時間

至　八王子 国
道
２
０
号

至　

新
宿

国道２０号
７０ｍ

１２０ｍ

国道２０号

国道２０号

Ｎ

５分

最大渋滞長

通過時間

４００ｍ
３分

３２０ｍ

通過時間

最大渋滞長

３分

４分

２７０ｍ

通過時間

最大渋滞長

最大渋滞長

通過時間

４８０ｍ

至　

八
王
子

至　

新
宿

至　矢川駅

至　多摩川(堤防道路)

平成９年５月実測

Ｎ

至　

新
宿

最大渋滞長

通過時間

国道２０号

至　矢川駅

至　

八
王
子

通過時間

通過時間

最大渋滞長

国道２０号

最大渋滞長

最大渋滞長

通過時間

至　多摩川(堤防道路)

日野バイパス整備後

２分

８０ｍ

４分

２１０ｍ

２分

解消

解消

１２０ｍ
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（３）多摩川架橋の交通混雑緩和 

日野バイパス石田大橋の整備により多摩川中流域の架橋が増設され、渡河交通の流

れが改善されます。 
                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33,700

29,000

63,200

31,700

23,100
27,500

50,200

24,800

40,500

16,400
19,600

0

20,000

40,000

60,000

多摩大橋 立日橋 日野橋 石田大橋 府中四谷橋 関戸橋

交通量
（台／日）

0

10

20

30

40

走行速度
(km/h)

22

31

18
20

13

22

29

35

21

25
23

(2.1) 
(2.1)  

(1.2) 
(0.9)  

(2.0)

(1.3)  

(1.2) 

(0.9)  

(0.9)  

(1.5)

(1.2)  
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（４）中央自動車道 国立府中ＩＣへのアクセス改善 

日野バイパスの整備に伴い、八王子市・日野市内から中央道国立府中ＩＣへのア

クセス時間が大幅に短縮し、東京都心方面のアクセスが向上します。 

 

事例：石川入口交差点から中央道国立府中ＩＣへのアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23,821 5,270

28,212

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000
台／日

暫定整備
(国立・日野アクセス)
[ H16.10実測 ]

整備前
(国立アクセスのみ)
[ H15.10実測 ]

中央道 国立府中ＩＣ 出入交通量
国立側からの出入
日野側からの出入

（　）書きは構成比率

(82%) (18%)

(100%)

計 29,091台/日

計 28,212台/日 3.1％増

18

20

30

0 5 10 15 20 25 30 35 40

所要時間（分）

日野バイパス

中央自動車道

国道２０号

石川入口交差点から中央道国立府中ＩＣまでの所要時間

H16.12.3 実測

12 分短縮

日野市

20 

20 
20 

八王子 IC

八N

至 甲府 

至 横浜 

至 川越 

至 新宿

中央自動車道経由( 走行距離=13.4km 平均時速:40.2km/h 所用時間:20 分 )

国道２０号経由( 走行距離=10.7km 平均時速:24.1km/h 所用時間:30分 )

石川入口 

16 

16 

16 

日野バイパス経由( 走行距離=8.9km 平均時速:27.6km/h 所用時間:18 分 )

国立府中 IC 

凡 例 

 

日野バイパス  完成供用区間 

        暫定２車線供用区間 

        未供用区間 

国道２０号経由 石川入口→国立府中IC

中央自動車道経由 石川入口→国立府中IC

日野バイパス経由 石川入口→国立府中IC
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（５）沿道環境の改善 

日野バイパスの整備により、周辺地域における排ガス中のＣＯ２，ＮＯx,ＳＰＭ

の排出量が減少すると予測されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日野バイパス整備に伴い国道２０号現道では交通量が減少。沿道の騒音が軽減

されると予測されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

51 49

0

20

40

60

( 百t/年 )

整備前 整備後

周辺地域のNox排出量(推計)

約２百 t消減 

約４％減 

454 425

0

200

400

600

( t/年 )

整備前 整備後

周辺地域のＳＰＭ排出量(推計)

約２９t消減 

約６％減 

1338 1272

0

500

1000

1500

( 千t/年 )

整備前 整備後

周辺地域のCO2排出量(推計)

約５％減 

約６万５千 t 

消減 

69

65

55

60

65

70

75
(dB)

供用前
( H12.1実測 )

整備後

国道２０号現道の騒音値（推計）

夜間環境基準６５ｄＢ

要請限度７０ｄＢ
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６．事業の進捗 

 

（１）当初の予定 

日野バイパスの西側では、昭和３９年度に住都公団の関連事業として八王子・日野市

の都計道（Ｌ＝２.０ｋｍ）が供用され、東側では昭和４２年度に中央自動車道国立府

中ＩＣ供用の関連事業として、国立市内の都計道（Ｌ＝０.６ｋｍ 国立３・３・２）

が東京都により整備・供用されました。 

日野バイパス区間（Ｌ＝５.５ｋｍ）は昭和４４年度に事業化され、関連する区画整

理事業等との連携を図り平成１０年代後半の４車線供用を目途に事業を進めることと

しました。 

 

（２）現在の状況 

 

全体事業費 約４７８億円 

 うち用地費 約２４８億円 

執行済み額 約４３２億円（約９０％） 

 うち用地費 約２４７億円（約９９％） 

供用済み延長 
事業区間５．５ｋｍのうち、４.７ｋｍ供用済み。 

（うち、４.２ｋｍは暫定２車線整備） 

 

バイパス整備にあたっては、公管金による区画整理事業用地の取得等を進め、早期の

効果発現のため、順次、暫定２車線及び一部４車線による供用を図っています。 

未供用区間は、日野市内の川崎街道～神明上間の０.８ｋｍとなっており、現在、取

得用地における埋蔵文化財調査を実施しています。 
 

日野バイパス供用区間の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央道国立府中 ICの現況

平成１６年１２月撮影 

石田大橋の現況 

平成１６年１２月撮影

国立方面

日野方面

国立方面

日野方面 

中央自動車道
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（３）今後の予定 

今後は、未供用区間０.８ｋｍの４車線整備をすすめるとともに、暫定２車線供

用区間の４車線化を図り、平成１７年度の全線４車線供用を目指します。 

 

 

（４）地元の状況 

 

組織 主な要望者 要望内容 

多摩川架橋及び

関連道路整備促

進協議会 

立川市長（会長）、府中市 

調布市、日野市、狛江市 

多摩市、稲城市、国立市 

の各首長・市議会議長  

 

○一般国道２０日野バイパスの早期完成

○特に、石田大橋の四車線化完成、供用

及び関連区間の一日も早い供用 

日野市 

 

日野市長 

 

○一般国道２０号日野バイパスの一層の

整備促進 
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７．費用対効果 

 

路 線 名 国道２０号  

事 業 名 
日野バイパス 

（東京都国立市谷保～東京都日野市多摩平７丁目） 

延 長 ５.５ｋｍ 

 

□便益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 

合計 

基準年における 

現在価値(B) 
５６９億円 ４６億円 ６億円 ６２１億円 

 

□費用 

 改築費 維持管理費 合計 

基準年における 

現在価値(Ｃ) 
１３１億円 ２７億円 １５７億円 

 

□算定結果 

    

B/Ｃ ６２１億円(総便益)/１５７億円(総費用) ３．９ 

 

注)１．費用及び便益額は整数止めとする。 

     ２．費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないこと 

がある。 
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８．今後の対応方針（原案） 

 

（１）事業の必要性等に関する視点 

国道２０号日野バイパスは現在の国道２０号の交通混雑を緩和するとともに、国立

市、日野市をはじめ多摩地域のまちづくりを支援する骨格となる路線です。 

現在、日野市を通過する国道２０号は２車線であり交通の隘路となっていることか

ら、通行車両が当該区間を避け周辺道路へ迂回するなど、幹線道路としての機能を満

足していない状況です。 

このため、日野バイパスの更なる整備に対する地域の期待は大きく、バイパス延長

５.５ｋｍのうち、残る未供用区間０．８ｋｍの早期供用、並びに暫定２車線供用区

間の４車線化が望まれているところです。 

 

（２）事業進捗の見込みの視点 

用地取得率は約９９％であり、現在、未供用区間において取得用地内での埋蔵文化

財調査が行われています。当該区間については調査終了後、速やかに工事に着手し４

車線整備を図ります。 

一方、暫定２車線供用区間においては石田大橋上り線側の橋梁工事並びに取付高架

橋の整備を進めており、今後、未供用区間と同時の４車線供用へ向け整備を図ります。 

 

（３）コスト縮減や代替案立案の可能性による視点 

現計画については、関係機関との協議及び用地買収を完了し、事業区間５.５ｋｍ

のうち、約９割の区間において暫定２車線又は完成供用を行っています。 

現在、残る区間の工事推進を図っているところであり、経済性、効率性の観点から

も現計画は妥当と考えられます。 

なお、工事の施工にあたっては新技術の積極的活用導入など、コスト縮減に努める

とともに工期短縮に努め、整備効果の早期発現を図ります。 

 

（４）対応方針 

平成１７年度の供用を目途に、未供用区間（Ｌ＝０．８ｋｍ）の４車線整備、並び

に暫定２車線整備区間の４車線化を進めてまいります。 

 

（５）他事業への反映 

当事業では一部区間において公管金による用地取得を行うなど、他の開発事業と連

携を図り用地取得を進めてきました。また、早期供用へ向け用地難航箇所では事業認

定手続きを併行しながら行い用地取得を図ってまいりました。 

今回の事例を反映させ、今後の事業においても関連事業との事業調整及び用地難航箇

所の速やかな土地収用法の活用を図ることが有効と考えております。 
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・日野バイパスの位置付け 

計 画 名 策 定 者 位置づけ 

東京の新しい都市づくりビジョン 

 

（平成 13 年 10 月）

東京都 

主要な幹線道路網の完成を目指

し、計画的・効率的な整備を図る

路線として位置付けられている。

第４次日野市基本構想・基本計画 

 

（平成 13 年 3 月）

日野市 

広域的な都市間連携を図るための

体系的幹線道路として位置づけら

れている。 

日野のまちづくり 

（平成 16 年３月）
日野市 

日常化・広域化する道路混雑を解

消するため、整備を進める必要の

ある路線として位置付けられてい

る。 

国立市総合基本計画 

第三期基本構想第２次基本計画 

       （平成 13 年７月）

国立市 

防災機能の向上、交通混雑解消の

ため整備を図る都市計画道路とし

て位置付けられている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料 
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・客観的評価指標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．活力 1 ● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

2 □

3 □

4 ■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

5 □

6 □

7 □

8 □

9 □

10 □

11 □

12 ■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

13 □

14 ■ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km
2
以下である市街地内での事業である

15 ■ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

16 □

17 □

18 □

19 □

20 ■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

21 □

22 □

23 □

24 ■ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

25 □

26 □

27 □

28 □

29 □

30 ■ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけあり

31 □
(3) 安全で安心できる
    くらしの確保 32 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

３．安全 33 □

34 □

35 □

36 □

37 □

38 □

39 □

40 □
(1) 地球環境の保全 41 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

42 ● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

43 ● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

44
■ 現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回る
   ことが期待される区間がある

45 □
５．その他 46 ■ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

47 ■ 他機関との連携プログラムに位置づけられている
(2) その他 48 □

２．暮らし

(2) 無電柱化による美
    しい町並みの形成

(2) 物流効率化の支援

新 五 計 該 当 項 目

(4) 国土・地域ネット
    ワークの構築

(3) 都市の再生

(5) 個性ある地域の
    形成

(2) 生活環境の改善・
    保全

指　　標

(1) 円滑なモビリティ
　  の確保

(1) 歩行者･自転車の
    ための生活空間
    の形成

４．環境

(1) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの
    関係

(2) 災害への備え

(1) 安全な生活環境の
    確保
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１－（１）円滑なモビリティの確保 

 ①．年間渋滞損失時間及び削減率［費用便益分析対象リンク］ 

・ 渋滞損失時間（現況）       … ３３，８２６，０００人・時間／年 

・ 渋滞損失削減時間         … １７，２３９，０００人・時間／年 

        （５９，６１６，０００人・時間／年 → ４２，３７７，０００人・時間／年） 

・ 削減率 … ３割削減 

 

 ②．年間渋滞損失時間及び削減率[ 国道２０号現道 

（国立インター入口交差点～高倉町西交差点）] 

・ 並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間  … １，００４，０００人・時間／年 

・ 並行区間等（当該区間）の渋滞損失削減率 … ９割削減 

 

１－（１）円滑なモビリティの確保 

 ４．現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 

利便性向上が見込まれるバス路線 

・ 京王バス 

（ＪＲ日野駅～ＪＲ八王子駅北口間（国道２０号経由）） ： １３８本／日（平日） 

 

１－（３）都市の再生 

１２．市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

・寺之下土地区画整理事業、谷保第一土地区画整理事業（国立市） 

・万願寺土地区画整理事業、神明上土地区画整理事業（日野市） 

 

１－（３）都市の再生 

１４．幹線都市計画道路網密度が１．５ｋｍ／ｋｍ２以下である市街地内での事業である

（DID 内） 

・国立市 ： １．３５ｋｍ／ｋｍ２ 

・日野市 ： ０．７１ｋｍ／ｋｍ２     

 

１－（３）都市の再生 

１５．DID 区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上す

る 

・国立市：１．３５ｋｍ／ｋｍ２ → １．５３ｋｍ／ｋｍ２ 

・日野市：０．７１ｋｍ／ｋｍ２ → ０．７４ｋｍ／ｋｍ２ 

 

１－（４）国土・地域ネットワークの構築 

２０．当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成す

る 

・日野市役所～府中市役所間 １０分短縮（３０分→２０分） 
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１－（５）個性ある地域の形成 

２４．鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する。 

・石田大橋（日野バイパス）の整備により、国立市～日野市の一体的整備に寄与す

る。 

 

２－（２）無電柱化による美しい町並みの形成 

３０．対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけあり 

・ 無電柱化推進計画（Ｈ１６～Ｈ２０）に位置づけあり 

 

２－（３）安全で安心できるくらしの確保 

３２．三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

・ 三次医療施設：都立府中病院 

 日野市役所～都立府中病院間で５分短縮[２８分→２３分] 

 

４－（１）地球環境の保全 

４１．対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２の排出量 

・ ＣＯ２ … ６４，７００ｔ-CO2／年[費用便益分析対象リンク] 

 

４－（２）生活環境の改善・保全 

４２・４３．現道等における自動車からのＮＯx およびＳＰＭの排出削減率 

・ ＮＯx … ４％（２３０ｔ-ＮＯx／年） 

・ SPM  … ６％（２９ｔ- SPM／年） 

 

４－（２）生活環境の改善・保全 

４４．現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限

度を下回ることが期待される区間がある 

・ 日野市日野台（夜間：６９ｄＢ（日野バイパス供用前（H12.1 調査））→６５ｄＢ） 

 

５－（１）個性のある地域の形成 

４６．関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり 

・ 中央道国立府中ＩＣ 第二 IC 整備（日本道路公団） 

 

５－（１）個性のある地域の形成 

４７．他機関との連携プログラムに位置づけられている 

・ 中央道国立府中ＩＣ 第二 IC 整備（日本道路公団） 

・ 関連区画整理事業（日野市、国立市） 


